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紹

介奥
村
三
雄
著

『聚
分
韻
略

の
研
究

付

』

古
本
四
種
影
印

慶
長
版
総
索
引

田

尻

英

三

本
書

は
、
第

一
部

聚
分

韻

略

の
基

礎
的

研
究

、
第

二
部

聚

分
韻

略

諸
本

の
複

製

、
第

三
部

慶

長
壬

子
版

聚
分

韻
略

総
索

引

の
三

部
よ

り

成

っ
て

い
る
。

以

下
、

第

一
部

よ
り

順
を

追

っ
て
、

内
容

の
簡

単
な

紹
介

を
行

な
う
。

ま
ず

、

第

一
部

聚
分

韻
略

の
基
礎

的

研
究

で

は
、
聚

分
韻

略

の
諸
本

数

十

種
を

、

原
形
本

・
三
重
韻

本

・
別

種
改

編
本

の
三

種

に
大
別

し
、

そ

の
各

々
に

つ

い
て
更

に
細
か

な
分
類

が
な
さ

れ

て

い
る
が
、

こ
の
よ
う

な

聚

分
韻

略

の
精

緻

な
分
類

は
本
書

を
も

っ
て
始

め
と
す

る
も

の

で
、
例

え

ば
、

三
重

韻
本

付

訓
刻
本

に

つ
い
て
は

、

「
見
出

し
字

に
関
す

る
増

補

の

有

無
」

と

い
う

点

を
重
視

し

、
五
十

種

以
上

に

の
ぼ

る
版
種

を
分
類

整
理

さ
れ

る
な

ど
、

著
者

の
綿

密
な

る
調

査
結

果

の
集

積

に
よ
り
体

系
化

さ

れ

た
も

の
で
あ

る
。

こ

の
分
類

表

が
、
今
後

の
聚

分

韻
略

の
諸
本

を
考

え

る

上

で
基
礎

と
な

る

こ

と
は
、

「
こ
こ

に
漏

れ

た
も

の
を
補

っ
て
ゆ
く
事

に

よ

り

、

こ
の
分

類

表

が
多

少

ユ
レ
る
と

い
う
様

な

面
も
あ

り

そ
う

で
あ
る

が
、

し
か

し
、

根

本
的

な
体
系

は
動

か

な

い
は
ず

で
あ

る
」

と

い
う

著
者

の
言
葉

の
如

く

で
あ

る
。

次

に
、

原
形

本

の
性
格

に

つ
い
て
は
、
意

味

分
類

・
韻

分
類

な
ど

の
点

か
ら
論

じ

て

お
ら
れ

る

が
、

こ

の
聚

分
韻

略

の
特
徴

と
も

い
う

べ
き

、
韻

書

で
あ

り
な

が
ら
意

味
分

類
を

含

む
と

い
う
点

に

つ
い
て
は

、
橋
本
進

吉

氏

の
如

く
、

「
分
類

体
を

韻
書

に
応

用
し

た

の
は
虎

関

の
独
創

」

と
は

い

え
な

い
に
し

て
も
、

聚
分

韻
略

の

一
二

門
目

の
直
接

の
典
拠

は
不
詳

で
あ

り

、
む
し

ろ
虎
関

自
身

の
く

ふ
う

に
よ
る
所

が
多

か

っ
た
と

い
う

こ
と
と

、

色

葉

字

類
妙

や
天

理
本
韻

字
集

な

ど

の
古
辞
書

の
意

味

分
類

と
比

較
し
な

が

ら
論

じ
て

お
ら

れ
る
。

又

、
韻

分
類

に

つ
い
て
も

、

一
応
広

韻

ま
た

は

そ

れ

に
準
ず

る
韻
書

の
通

用

韻
を

ま
と

め

て
、

一

=
二
類

に
整
理
し

て
出

来

た
も

の
と

見
な

さ
れ

る
と

さ
れ

、
従
来

の
説

の
如

く

、新

刊
礼

部
韻

略

・

韻

会
挙

要

.
韻
府

群
玉

な

ど

の
類

が

、
直
接

影
響

し

た
考

え

に

対
し

て
、

童

蒙

碩
韻

・
反
音
抄

・
宇

鏡
抄

・
広

韻

・
集
韻

・
礼

部
韻

略

な

ど
と

の
比

較

に
よ

り
、

疑
問

を
呈

し

て
お

ら
れ

る
。

聚

分
韻

略

の
成
立
事

情

に
関

し
、
注

目

さ
れ

る
国
会

図
書

館
蔵

の
略

韻

に

つ
い
て
は
、

そ

の
成

立

年
次

・
韻

目
表

示

・
見

出

し
字

の
配
列

順
序

・

見

出
し

字

に
付

さ
れ

て

い
る
漢
字

注

・
音
訓

力
ナ

な

ど
を
聚

分
韻

略

の
各

版
と
比

較
し

、

現
存
聚

分
韻

略
よ

り
も

古
態

を
保

っ
て

い
る
点

・
新
し

い

点
な

ど
を

具
体

的

に
指
摘

す

る
事

に

よ
り

、
略
韻

は
聚

分
韻

略

の
増
補

改

編
本

の

一
本

で
あ

る
が

、
他

の
増

補

改
編
本

の
如
く

「
直

接
的

な
親

子
関

係

で
は
な

く
、

兄
弟

関
係

或

は
従

兄
弟

関
係

の
如
き

も

の
と
見

な
さ

ね
ば
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な

る

ま

い
」

と
さ

れ

て

い
る
。

更

に
、
前

章

で

扱

っ
た
聚

分
韻

略
各

版

に

つ
い
て
、
三

重
韻
本

へ
の
改

編

・
力
ナ

付
刻

本

の
成

立

・
見
出

し

字
配

列

の
改
変

・
見

出
し

字

の
増

補

・
漢
字

注

の
増

補

・
版
式

の
小
型

本

化
な

ど

の
点

に
注
目

し

て
、
聚

分
韻

略

各

版

に

つ

い
て
史

的

位
置

つ
げ

を

行
な

い
、

韻
書

的
機

能

・
作
詩

参
考

書

的
機

能

の
他

に

、
節

用
的

機
能

も

増
す

事

に
よ

り
、
後

の
節

用
集

や
温

故

知
新
書

へ
と

発
展

し

て
行

く
方

向

づ
け

を
行

っ
て

い
る
。

特

に
三

重
韻

本

に

つ
い
て
は

、

そ

の
成

立

・
影

響
関

係

・
付

刻

さ
れ

て

い
る
音
訓

力
ナ

の
性
質

に

つ
い
て
も

言

及
さ

れ

て

い
る
。

そ

の
三
重

韻
本

の
う

ち
、
慶

長

一
七
年

版
を

総
索

引

の
底
本

と
し

て

い

る

が
、

こ
の
版

は
刊

行
年

次

の
明

ら

か
な
付

刻

版
中
最

古

の
も

の
で
あ
る
。

第

三
部

に
あ

る
総

索

引
を

利

用
す

る
際

、
当

然
問

題

と
な

る
付

訓

の
性

格

で
あ

る

が
、

著
者

は

、
中

世
無

訓

版

の
加
筆

力

ナ
と

の
比

較
を
行

い
、
特

に
、
唐

音
語

形

に

つ

い
て
は

、
中

世
版

諸
本

の
加

筆
唐

音

と
類
似

が

み
ら

れ

る
事

、
訓

力

ナ

に

つ

い
て
は
、
国

会

図
書

館
蔵

文

明

=
二
年

版
と
類

似

が

み
ら

れ

る
事

な
ど

を
指

摘

し
、

更

に
、
他

版

と

の
影

響
関

係

に

つ

い
て

も

言
及

さ

れ
、

「
或

種

の
中
世

版
聚

分
韻

略

加
筆

力
ナ

が

か
な

り
影
響

し

た

」
と

認

め
ち

れ
る
も

の

の
、
具
体

的

な

「
出
自

関
係

全
般

に

つ
い
て
は

今

後

に
ま

つ
所

が
多

い
」

と
結

論

し

て
お
ら

れ

る
。

研
究
編

の
最

後

の
章
と

し

て
は

、
「
国

語
史

料

と
し

て
見

た
聚
分

韻
略

」

が
あ

る
。

こ

の
章

で
は
聚

分
韻

略

に
加

筆

.
付

刻
さ

れ

た
力
ナ

が
問

題

と

な

る

の
で
あ

る

が
、
訓

力

ナ

に

つ

い
て
は
前
章

な

ど

で
詳
細

に
扱

か
わ

れ

て

い
る

の

で
、
音

力
ナ

の
分
析

に
主

眼
が

お

か
れ

て

い
る
。

聚

分
韻

略

が

韻
書

で
あ

る

か
ら
、

字
音

研

究
資
料

と
し

て
種

々

の
有

意
義

な

面
を

も

つ

て

い
る
事

は
当

然
考

え

ら
れ

る

が
、
聚

分
韻
書

に
お

い
て
は
加

筆

・
付

刻

の
音

力
ナ

が
唐
音

研

究

に
資

す

る
所

大

で
あ

る

の
は
、

従
来

よ

り
し

ば

し

ば
言
わ

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

し
か

し
、

そ

の
唐

音

研
究

自
体
ま

だ

十
分

に
体

系
化

さ

れ

て

い
な

い
の

が
現

状

で
あ

る
が

、
著
者

は

そ

の
唐

音
を

、
臨

済

曹
洞

系

唐
音

に
準

ず

る

中

世

的
唐

音

・
黄
葉

系
唐

音
を

含

む
近
世

的
唐

音

・
和

製
的

唐
音

の
三

種

に
類

別
し

、
そ

の
各

々
に

つ

い
て
実

例
を

示
す

こ
と

に
よ

り
、
全

体

的
な

わ
く

つ
け

を
示

さ
れ

て

い
る
。

例

え
ば

、
慶

長

一
七
年

版
付

刻

力
ナ

に
み

ら
れ

る
中

世
的

唐
音

は
、

舌

上

音

の
サ
行

表
記

・
疑

母

の

}
部

(
y
音

な

ど
を
含

む

場
合

)

の
ナ

行
表

記

、
疑

母

の
ア

・
ワ

・
ヤ
行

表
記

・
暁
母

の

一
部

の
ヒ
表
記

・
匡

母

の
ア

・
ワ
行

表
記

、
止

摂
歯

音
四

等

(
ま

た
は

二
等

)
の

ス
表
記

・
止
摂
合

音

の
i

表
記

、
魚
虞

韻

の
i
表
記

・
斉
韻

の

ー
イ
表

記

・
灰

韻

の

u
イ
表

記

・
文
韻

の

ー
ン
表
記

・
歌

・
父

韻

の

o
表
記

・
江
宕

摂

以
外

の
喉

内
鼻

韻

尾

ン
表
記

・
入

声
韻

尾

の
無

表

記
な

ど

の
特

徴
を

示
す

。

こ

の
中

世

的
唐
音

の
資
料

に

つ
い
て
は

、
従

来

、
臨

済
曹

洞

宗
関

係

の

観
音

儀
法

や
諸

清
規

な

ど

の
謁

経

音

や
、
禅

宗
関

係

の
資
料

と

し

て

の
金

沢
本

正
法

眼
蔵

・
岸

部
本

般

若
心

経
、

更

に

は
下
学

集

、
撮

壌
集

・
節

用

集

・
新
韻

集
な

ど

が
あ

げ
ら

れ

て

い
た
。

し

か
し
、

こ
れ

ら
は

、
成

立

年

次

が
新
し

い
た
め
国

語
音

韻
変

化

の
影

響
を

う

け
、

か

な
遣

い

の
混

同

表

記

が
か
な

り
多

か

っ
た

り
、
古

い
文
献

の
場

合
も

唐

音

カ
ナ

が
量

的

に
少

な

か

っ
た
り
。

唐
音

と
漢

呉
音

と

の
判

別

が
難

か
し

か

っ
た
り

し

て
、

聚

分
韻

略

に
比

べ
て
資

料
的

価
値

が
低

い
よ
う

で
あ

る

と

さ

れ
る
。

こ

の
よ
う

な

点
を

論
ず

る
際

に
は
、
当

然
唐

音
語

形

の
判
定

が
前

提

と

な

る
わ
け

で
あ

る

が
、
例

え

ば
慶
長

一
七

年

版

の
場

合

、

ご
く

一
部

の
例

外

を

除
き

、
お

お

む
ね
見

出
し
宇

の
右
側

の

力
ナ

が
唐
音

を
示
す

と
考

え

一49一



ら
れ

る
事

が
内
部

徴
証

に
よ

っ
て
も
裏

付
け

ら

れ
る
事

な

ど
、
無

訓
版
諸

本

加
筆

の
音

力
ナ

の
取
扱

い
に
比

べ
て
利
点

が
あ

る
。

た
だ

こ
の
場
合

、
例

外

の
処

理
と

し

て
、
唐
音

語
形

の
違

い
は
中

国

原

音

の
差

に
基

く

と

い
う

考

え
方
を

安
直

に
も

ち
出
す

事

を
危

険
視

し

て
お

ら
れ

る
。

そ

の
点

に

つ
い
て

は
、
類
推

的
字

音

形

(和

製
唐

音

)
の
判
定

を
す

る
場
合

に
よ

り

具
体

的

に

現
わ

れ
る

。
享
保

四
年

版

を
例

に
と

る
と
、

類

推
的

字
音

形

の
特
徴

は

、
流
摂

の

ン
表
記

・
蟹

摂

の

ン
表
記

・
入
声
音

の
無
表

記

・
止
摂

の
e
表
記

・
仮

摂

の

0
表

記

・
登

・
等

・
燈

韻

の

U
ン

表
記
な

ど

で
あ

る
。

こ
れ

ら
は
、

例

え
ば
、
、有
坂

秀
世

氏
紹

介

の
岡
西
赤

子

の
随

筆

『
消
閑

雑
記

』

に

み
ら
れ

る

「
唐

音
を

弁
ず

る
歌

」

の
如

き

も

の

の
適
用

に
よ
り

、

誤

っ
て
類
推

さ

れ
た
語

形

で
あ

る
と

さ
れ
る
。

(
こ

の
点

に

つ
い
て
、
湯

沢
質
幸

氏

が

「
国

語
学

』
九
八

集

の
本
書

の
書

評
中

で
、

『
中
国

音
韻

学

』

の

「
方
言

字
彙

」

に
よ

り
、
温

州

・
上
海

の
方
音

を

あ
げ

て
論

じ

て
お

ら
れ

る
が

、

こ
の
よ
う

な
方

法

に

つ

い
て
問

題

が
あ

る
事

は
、
唐

音

の
研

究
方
法

の
根

本

に

か
か
わ
る
事

だ

け

に
、
著
者

の
説

の
妥
当

性

と
共

に
明

ら

か
に

せ
ね
ば

な
ら
な

い
。

)

以
上

略

述
し

た
如

く
、

研
究
編

の
第

一
章

か
ら

第
七

章

ま

で
は
極

め
て

緊

密

な
関
係

を

示
し

て

お
り
、
当

然

の

こ
と
な

が
ら
そ

の

一
部
分

の
み
を

と
り
あ

げ

て
云

々
す

る
事

は
、
著

者

の
意
図

に
反
す

る
も

の
で
あ

り
、

又

誤

っ
た
解
釈

を
す

る

お
そ

れ
も

で

て
く

る
。

(
前

掲
湯

沢
氏

の
書

評

で
、
国

会
図
書

館
本

略

韻

が
緊
分
韻

略

の
増

補
本

系

の

一
本

で
あ

っ
て
も
、

他

の
延

宝
版

の
如

き
増
補

改

編
版

の
類

と
は

異

な
り

、
聚

分
韻

略

の
原

形
を

反

映
し

て
古
さ

を
示

し

て

い
る

点

が
あ

る

と

述

べ

て

い
る
個

所

(
第

四
章

、
四

)
を
と

り
あ
げ

て
、

著
者

が
略

韻

と
聚

分
韻

略
ど

の
成

立

の
先

後
関

係

を
明

示
す

る
事
を

「
留

保
し

た

の
で
は

な

い
か
」

と

さ
れ

る
点
な

ど

。
尚

、
同
氏

の
書

評

ぺ
四

三

下

一
○

行

の

「
慶

長

壬

子
版
」

は

「
聚
分

韻
略

原
形

本

」

の
誤
り
。

)

次

に
、
第

二
部

聚
分

韻

略
諸
本

の
複

製

で
は
、

索
引

編

の
底
本

と
し

て

刊
行

年
次

の
明

ら
か
な

付
訓
本

中

最
古

の
版

で
あ

る
慶

長

一
七
年

版
、

最

古

の
三
重
韻

版

と

み
ら
れ

る
文
明

=

二
年
版

・
南

北
朝

開
版

で
室

町
期

の

音

訓

力
ナ

が
付

さ
れ

て

い
る
無

刊
記

原

形
十

行
版

の
各

聚
分

韻
略

と
国
会

図
書

館
本

の
略
韻

が
複

製
さ

れ
、
特

に
、
慶
長

版

は
検
索

の
便

と

し

て
、

複

製

版

の
上

欄

に
三
重

韻

の
平
上

去

と
同
じ

く
三

段

に
分
け

て
、

そ

の
各

々
の
見

出
し

字

に

つ

い
て
通

し
番
号

が

付
さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
は
単

な

る

検
索

の
簡

易

化

の
み
な

ら
ず
、

見
出

し
字

の
順

序

・
増
補

関
係

に

つ
い
て
、

他
本

と
比
較

を
す

る
際

の
便
を

考
慮

し

た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

第

三
部

慶

長
壬

子
版

聚
分
韻

略
総

索

引
は
、

三

二
四

ぺ
に

わ
た

る
詳
細

な

も

の
で
あ

り
、
本
書

の
特
色

と
も

い
う

べ
き

も

の

の

一
つ
で
あ

る
。

こ

れ
は
慶
長

版

の
訓

力
ナ
索

引

・
音

力
ナ
索

引

の
他

に
漢
字

索
引

が
あ

り

、

そ

れ
に

は
見
出

し
字

の
丁

数

・
通

し
番

号

の
他

、
韻
鏡

上

の
位

置
が

明
示

し

て
あ

る
。

従

来
、

各
漢

字

の
韻
鏡

上

の
位

置

の
比
定

に

つ

い
て

は
、
馬

渕
和

夫
氏

の

「韻

鏡

校
本

と
広
韻

索

引
」

に

た
よ

っ
て

い
た

が
、

こ

の
広

韻
索

引

は
部
分

的

に
問
題

点
を
有

し

て

お
り
、

利

用
者

は
そ

の
点

の
注
意

を

払
わ

ね
ば
な

ら
な

か

っ
た
。

著
者

は
本
書

の
漢
字
索

引

を
作
製

す

る

に

あ

た

っ
て
、
馬

渕
氏

の
前

著

に
細

か
な
検

討
を
加

え
、
訂

正
増
補

す

る
場

合

に
は

そ

の
旨

を

明
示
し

て

い
る
。

例

え

ば
、

「
夢

」

を
馬

渕
氏

は

一
転

去
声

ホ
の

一
等
所

属

と
し

て

い
る
が

、
広
韻

の

「
莫

鳳
切

」
と

い
う

反
切

や

、
韻
鏡

開
奪

、
磨

光
韻

鏡

・
漢
呉

音

図

・
階
唐

音
図

な
ど

に
よ

り
、

三

等
所

属
韻

と

し

て

い
る

な
ど

で
あ

る
。

こ

の
漢

字
索

引

に
よ

り
、
単

に
聚

分
韻

略
記

載

の
文
字

の
韻

鏡
上

の
比

一50「



定

に
と
ど

ま
ら
ず

、

広
韻

索
引

の
性

格

を
も

も
ち

、

日
本

漢

字
音

研
究

上

の
必

須

の
基
礎

資

料

に
な

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

以
上

、
本

書

の
内

容
を

簡
単

に
紹

介

し

て
き

た

の
だ
が

、
研

究
編

の
紹

介
な

ど
粗

雑

に
扱

っ
た
難

を

ま

ぬ
が
れ

え
ず

、

誤
り
も

お

か
し

て

い
る

の

で
は

な

い
か

と
お

そ
れ

て

い
る
。

著

者

の
御

寛
恕

を

お
願

い
す

る
次
第

で

あ

る
。

(昭
和

四

十
八

年

六
月

風
間

書

房
刊

一
八

、
○

○
○

円

)

受

贈
雑

誌
③

/

国

語
国

文
学

誌

(広
島
女
学
院
大
)

3
/

愛
媛

国

文
と
教

育

(愛
媛
大
)5

/
愛

媛

国

文
研

究

(愛
媛
大
)
23
/

愛
媛

大

学
法

文
学

部
論

集

6
/
高

知
大

国

文

4

/

日
本
文

学
研

究

(高
知
)

11

/
文

芸

と
思

想
(福
岡
女
子
大
)
38
/

西
南

文
学

(西
南
学
院
大
)
1
巻

1
/
会

誌

語
学

と
文

学

(九
州
女
子
大
)
4
/

国
語

研

究
(九

州
大
谷
下
2
/
国

語

の
研
究

(大
分
大
)8
/

別
府

大

学
国

語
国

文
学

15
/

国
文

学

研
究

(梅
光
女
学
院
大
)
9
/
国

語

国
文

学
研

究

(熊
本
大
)
9
/
国

語
国

文

薩

摩

路

(鹿
児
島
大
)
18
/
鹿

児
島

大

学
法

文
学

部

紀
要

9
/

沖
縄
国

際
大

学

文

学

部
紀

要

1
巻

1
/

近
代

文
学

考

2
/
国

語

学

94
-

96

/
白

路

29
巻

1

～

6
/
文

学

史
研
究

2
/

海
事

史

研
究

21
/

肇
国

鰯

～
鋤
/

訓
点

語
と

訓

点
資

料

54
/

万
葉
擢

木

1
/

藤
風

文
芸

6
/

日
本

学
術

会
議

月
報

14
巻

11

～

15
巻

4
/
万

葉

83
/
潮

流

4
～

9
/
近

世
文

芸
資

料

と
考
証

8
/

近

世

初

期
文

芸

3
/

九
州

文
化

史

研
究
所

紀

要

(九
州
大
)19
/
文

学

論

輯

(九
州
大
)

21
/
文

学

研
究

(九
州
大
)
71
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